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議会新体制
� スタート

議
長
に
堀
田
成
郎
議
員
、
副
議
長
に
山
谷
照
夫
議
員

令和６年
第２回臨時会
（初議会）

５/ ８

　任期満了に伴う広尾町議会議員選挙（定数13人）は、新人５人を含む14人が立候補し、４
月21日投票が行われ、現職８人と新人５人が当選しました。新議員の任期は、令和６年４月
30日から令和10年４月29日までの４年間となります。
　一般選挙後の初議会（第２回臨時会）は５月８日に開かれ、正副議長（再任）や委員会構成
などを決定。議会の新体制がスタートしました。
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次のページは「令和６年度予算の概要」

議
長
・
副
議
長
選
挙

　
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
は
と

も
に
投
票
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

議
長
選
挙
は
堀
田
成
郎
議
員
、

副
議
長
選
挙
は
山
谷
照
夫
議
員

が
当
選
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
浜
野　
　
隆

　
副
委
員
長　
　
雄
谷　
幸
裕

　
委　
　
員　
　
山
岸　
謙
一

　
　
　
　
　
　
　
松
田　
健
司

　
　
　
　
　
　
　
志
村　
國
昭

　
　
　
　
　
　
　
山
谷　
照
夫

　
総
務
・
企
画
・
住
民
・
保
健

福
祉
の
各
課
、
出
納
室
、
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
教
育
委
員
会
、
公
平
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査

委
員
の
事
務
に
関
す
る
調
査
等

を
行
い
ま
す
。

産
業
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
　
前
崎　
　
茂

　
副
委
員
長　
　
萬
亀
山
ち
ず
子

　
委　
　
員　
　
斎
藤　
弘
樹

　
　
　
　
　
　
　
尾
矢　
利
昭

　
　
　
　
　
　
　
大
庭　
克
彦

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
富
久
馬

　
農
林
・
水
産
商
工
観
光
・
建

設
水
道
・
港
湾
の
各
課
、
農
業

委
員
会
の
事
務
に
関
す
る
調
査

等
を
行
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
委
員
長　
　
志
村　
國
昭

　
副
委
員
長　
　
松
田　
健
司

　
委　
　
員　
　
尾
矢　
利
昭

　
　
　
　
　
　
　
山
岸　
謙
一

　
　
　
　
　
　
　
前
崎　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　
山
谷　
照
夫

　
議
会
を
円
滑
、
効
率
的
に
運

営
す
る
方
法
を
協
議
す
る
ほ
か
、

議
会
に
関
す
る
条
例
・
規
則
な

ど
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
萬
亀
山
ち
ず
子

　
副
委
員
長　
　
斎
藤　
弘
樹

　
委　
　
員　
　
大
庭　
克
彦

　
　
　
　
　
　
　
雄
谷　
幸
裕

　
　
　
　
　
　
　
浜
野　
　
隆

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
富
久
馬

　
議
会
の
活
動
を
町
民
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
議
会
広
報
の

発
行
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
編
集

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の

選
挙
は
、
全
て
議
長
の
指※

名
推

選
に
よ
り
当
選
し
ま
し
た
。	

◇�

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
議
会

議
員
（
定
数
１
）

	

堀
田　
成
郎

◇�
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員
（
定
数
２
）

	
堀
田　
成
郎

	
山
谷　
照
夫

◇�

南
十
勝
複
合
事
務
組
合
議
会

議
員
（
定
数
２
）

	

浜
野　
　
　
隆

	

萬
亀
山
ち
ず
子

一
部
事
務
組
合

�

議
会
議
員
選
挙

◆議長選挙開票結果
　堀田成郎議員　11票
　前崎　茂議員　１票
　山谷照夫議員　１票

◆副議長選挙開票結果
　山谷照夫議員　13票

※指名推選
地方議会で行う選挙（議長、副議長、仮
議長の選挙、選挙管理委員及び補充員の
選挙等）について、投票によらず、あら
かじめ指名者を定めてその者の指名する
者を当選者とする方法のことです。

◎指名推選の方法をとることができる条
件は枠外を参照。

新
し
い
委
員
会
構
成
決
ま
る

※指名推選の方法をとることができる条件
①指名推選の方法によること、②指名の方法（誰が指名するか）、
③�指名者によって指名された者を当該選挙における当選人とす
ることのすべてに、出席者全員異議がないこと。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

今
般
、
12
年
ぶ
り
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
13
名
の
新
た

な
議
員
構
成
の
も
と
５
月
８
日
に
開
か
れ
ま
し
た
改
選
後
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
議
長
に
選
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
の
地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
止
ま
ら
な
い
人
口
減
少
を
背
景
に

非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
我
が
広
尾
町
も
民
間
の
有
識
者
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
人
口
戦
略

会
議
」
に
お
い
て
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
危
機
的
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時

だ
か
ら
こ
そ
皆
様
の
重
大
な
付
託
を
受
け
て
い
る
議
会
は
、
行
政
と
と
も
に
将
来
の
広
尾
町
の
在
り
方
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
、
町
長
部
局
の
単
な
る
追
認
機
関
に
な
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
具
体
的
な
政
策
提
言
機
関
と

し
て
そ
の
力
を
発
揮
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
を
見
渡
す
と
10
年
前
に
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と

さ
れ
た
２
３
９
の
自
治
体
が
今
回
の
調
査
で
は
そ
れ
を
脱
却
し
て
い
る
よ
う
に
、
我
が
町
に
お
い
て
も
確
固

た
る
目
標
を
掲
げ
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
将
来
に
向
け
明
る
く
豊
か
な
広
尾
町
を
創
り
上
げ
る
た
め
に
精

一
杯
働
い
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広
尾
町
議
会
議
長

�

堀
田　
成
郎
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令和６年
第１回
定例会

本とした「骨格予算」

　
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
５
日
（
火
）
か

ら
13
日
（
水
）
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
、
補
正
予
算
、
令
和
６
年
度

予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
本
会
議
・
委
員
会
で
の
審
議

の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

会 　計　名 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　較

一般会計 74億3000万円 73億2700万円 １億300万円

港湾管理特別会計 １億480万円 １億210万円 270万円

国民健康保険事業勘定特別会計 ８億8300万円 ９億4970万円 △6670万円

介護保険特別会計 ７億550万円 ６億9820万円 730万円

介護サービス事業特別会計 16億3230万円 ２億4400万円 13億8830万円

後期高齢者医療特別会計 １億4280万円 １億3090万円 1190万円

病院事業債管理特別会計 4502万7000円 6883万円 △2380万3000円

水道事業会計 ４億7555万5000円 ４億5222万6000円 2332万9000円

下水道事業会計 ６億4235万8000円 ６億5020万1000円 △784万3000円

合　　計 120億6134万円 106億2315万7000円 14億3818万3000円

◆令和６年度各会計の予算額

一般会計収入（歳入）
町税
 9億3938万4000円 12.6%

分担金・負担金
 2億1427万2000円 2.9%

使用料・手数料
 1億8044万8000円 2.4%

その他収入
（前年度繰越金・ふるさと納税等）
 11億5883万円 15.7%

地方交付税
 36億9400万円 49.7%

国庫支出金（国からもらうお金）
 2億7137万9000円 3.7%

道支出金（北海道からもらうお金）
 2億6254万9000円 3.5%

地方譲与税・交付金等
 3億6903万8000円 4.9%

町債（借金）
 3億4010万円 4.6%

自
主
財
源

依
存
財
源

合計　74億3000万円

全
９
会
計
総
額
１
２
０
億
円
可
決

�

（
前
年
度
比
13
・
５
％
増
）
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令
和
６
年
度
予
算
審
査
の
た

め
、予
算
審
査
特
別
委
員
会（
星

加
廣
保
委
員
長
）
を
設
置
。
一

般
会
計
、
６
特
別
会
計
、
２
企

業
会
計
の
計
９
会
計
に
つ
い
て
、

３
月
11
、
12
日
の
２
日
間
審
査

を
行
い
、
13
日
の
本
会
議
で
討

論
・
採
決
の
結
果
、
全
会
計
総

額
１
２
０
億
円
の
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
は
起
立
に
よ
る
採

決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
。

（
賛
否
の
内
訳
は
Ｐ
11
）

【
予
算
の
概
要
】

　
令
和
６
年
度
は
町
長
の
改
選

期
に
当
た
る
た
め
、
当
初
予
算

は
、
義
務
的
・
経
常
的
経
費
を

中
心
に
事
業
の
緊
急
性
や
実
施

時
期
な
ど
を
考
慮
し
た
「
骨
格

予
算
編
成
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
額
は
74
億
３

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
て
１
億
３
０
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
は
、
６
会
計
合
計

35
億
１
３
４
２
万
円
で
、
前
年

度
と
比
べ
て
13
億
１
９
６
９
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
収
入
の
約
半
分

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
36
億
９

４
０
０
万
円
を
見
込
み
、
前
年
度

と
比
べ
て
６
４
０
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
町
税
収
入
は
前
年
度
比
４
・

４
％
増
の
９
億
３
９
３
８
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
の
借
金
に
あ
た

る
町
債
の
発
行
額
は

前
年
度
と
比
較
し
て

12
・
６
％
減
の
３
億

４
０
１
０
万
円
で
、

令
和
６
年
度
末
の
借

金
残
高
見
込
み
は
一

般
会
計
84
億
３
９
９

６
万
円
（
全
会
計
で

１
１
６
億
７
８
８
３

万
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

令和６年度
予算

町政運営の経費を基

主なしごと

クローズ
クローズアップ！
アップ！

議会費
 8298万1000円 1.1%
総務費
 7億1292万5000円 9.6%
民生費
 17億2900万6000円 23.3%
衛生費
 8億5659万円 11.5%
農林水産業費
 4億1745万2000円 5.6%
商工費
 3億9453万1000円 5.3%
土木費
 9億9034万6000円 13.3%
消防費
 3億7538万円 5.1%
教育費
 5億8848万6000円 7.9%

公債費（借金返済）
 11億9230万1000円 16.1%

災害復旧費
 2000円 0.0%

予備費
 9000万円 1.2%

一般会計支出（歳出）

合計　74億3000万円

施設設備の老朽化等による利用者
の生活環境やサービス機能の低下
などを解消するため、改築整備を
行います。

１３億７６１５万円

特別養護老人
ホームの建替

地域脱炭素事業を推進するため、
法律に基づく「地域実行計画」を
策定します。

９７５万円

地球温暖化対策
実行計画策定

次のページは「新年度予算の質疑」



広尾町議会だより　№210 6

温
暖
化
対
策

問

計
画
の
目
標
数
値
は
。

答

国
と
同
様
、
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
２
０
１
３
年
比
46
％
減
を
目

指
し
て
い
く
。

空
き
家
再
生

問

空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
組
内
容
は
。

答

空
き
家
を
売
り
た
い
人
と

必
要
な
人
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
空
き
家
を
活
用
し
て
事
業

を
始
め
る
な
ど
、
先
進
事
例
を

参
考
に
事
業
に
取
り
組
む
。

避
難
誘
導
標
識

問

避
難
誘
導
標
識
や
案
内
図

等
の
部
分
補
修
や
新
設
の

内
容
は
。

答

津
波
浸
水
区
域
の
改
正
に

伴
い
町
内
沿
岸
部
の
緊
急

避
難
場
所
を
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
、
標
識
の
新
設
を
４
か
所

と
補
修
を
16
か
所
、
案
内
図
の

移
設
を
６
か
所
と
撤
去
を
１
か

所
行
う
。

一  

般  

会  

計

活
き
生
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
内

容
は
。

答

国
が
推
進
す
る
都
市
部
の

若
い
人
を
地
方
に
呼
び
仕

事
と
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
う

「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
」
を
継
続
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業

支
援
補
助
金
の
内
容
は
。

答

町
内
で
起
業
ま
た
は
事
業

継
承
す
る
場
合
に
経
費
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
町
の

活
性
化
や
定
住
を
図
る
。

高
齢
者
外
出
支
援

問

支
援
対
象
を
軽
度
の
障
が

い
者
や
75
歳
未
満
の
弱
者

に
拡
大
す
る
検
討
は
。

答

令
和
４
年
度
か
ら
冬
場
の

運
転
の
不
安
な
ど
か
ら
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
方
も

対
象
と
し
た
が
、
当
面
は
対
象

を
広
げ
る
予
定
は
な
い
。

問

日
曜
日
や
行
事
が
重
な
る

と
き
は
利
用
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
が
、
業
者
と
交
渉
は
。

答

業
者
と
協
議
を
し
て
事
業

を
進
め
て
い
る
。
町
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
運
行
の
増
加

に
つ
な
が
る
と
考
え
、
政
策
予

算
に
取
り
組
む
。

中
川
一
郎
記
念
館

問

令
和
５
年
度
の
入
館
者
数

と
今
後
の
運
営
見
直
し
は
。

答

令
和
５
年
度
の
入
館
者
数

は
３
５
０
人
。
今
の
ま
ま

の
記
念
館
と
い
う
形
で
運
営
し

て
い
る
が
、
今
後
の
運
営
方
針

に
つ
い
て
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

子
ど
も
計
画
策
定

問

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

子
ど
も
の
意
見
を
幅
広
く

丁
寧
に
集
め
て
反
映
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答

子
ど
も
の
意
見
を
丁
寧
に

聞
く
こ
と
を
念
頭
に
調
査

を
行
い
、
計
画
に
反
映
す
る
。

公
衆
ト
イ
レ

問

公
衆
ト
イ
レ
清
掃
管
理
委

託
料
の
内
容
は
。
ま
た
、

修
理
や
更
新
の
考
え
は
。

答

ト
イ
レ
の
清
掃
や
ご
み
拾

い
、
周
辺
の
草
刈
り
を
委

託
し
て
い
る
。
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
日
々
見
回
り
な
ど
を

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
進
め

る
。

予算の使い道は

高齢者外出支援交通費助成事業実績
 （令和5年度）
対 象 者 1310人
申 請 者 881人
申 請 率 67.3%
交 付 額 1804万9000円
利 用 額 597万6000円
利 用 率 33.1%
※利用額・利用率は12月現在

予算審査
特別委員会

新年度予算について
の質疑内容を抜粋、
要約してお知らせし
ます。

委 員 長　星加　廣保
副委員長　小田　雅二

３/6,11,12
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観
光
振
興

問

令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
体
験
観
光
の
活
動
内
容
と

成
果
は
。

答

体
験
型
観
光
の
メ
ニ
ュ
ー

づ
く
り
や
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー

ス
の
造
成
、
カ
ム
カ
ム
昆
布
や

サ
ン
タ
の
つ
ぶ
や
き
な
ど
の
特

産
品
を
開
発
し
た
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

問

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
派
遣
が
増
え
た
理
由
は
。

答

中
学
校
を
中
心
に
派
遣
し

て
い
た
が
、
小
学
校
で
の

相
談
案
件
が
増
え
た
た
め
、
小

学
校
に
も
巡
回
す
る
よ
う
派
遣

回
数
を
増
や
し
た
。

海
洋
博
物
館
・
伝
習
館

問

入
館
者
数
と
開
館
日
数
は
。

答

令
和
４
年
度
は
入
館
者
数

が
１
２
５
０
人
、
開
館
日

数
は
１
０
７
日
。
令
和
５
年
度

は
入
館
者
数
が
１
４
９
８
人
、

日
数
が
１
０
４
日
。

ウ
ッ
ド
ラ
ン
タ
ン

問

ウ
ッ
ド
ラ
ン
タ
ン
の
販
売

収
入
は
。

答

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ウ
ッ
ド
を

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
商
品
化

に
取
り
組
む
と
い
う
構
想
は
あ

る
が
、
商
品
が
出
そ
ろ
っ
て
い

な
い
状
態
で
、
本
格
的
に
販
売

は
行
っ
て
い
な
い
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

問

イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
増
設

や
点
灯
期
間
延
長
な

ど
の
検
討
は
。

答

周
知
は
行
わ
な

か
っ
た
が
、
令

和
５
年
度
は
十
勝
港

花
火
大
会
か
ら
ふ
る

さ
と
夏
ま
つ
り
ま
で

の
期
間
も
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
点
灯
し
て

い
た
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
関
係
上
、
一
年

中
点
灯
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
効
果

的
な
集
客
を
図
り
、

町
民
に
喜
ば
れ
る
よ

う
検
討
す
る
。

教
員
住
宅

問

入
居
率
が
良
く
な
い
と
聞

く
が
、
今
の
空
き
戸
数
は
。

答

管
理
戸
数
が
32
戸
で
入
居

が
19
戸
、
空
き
が
13
戸
。

問

空
い
て
い
る
住
宅
を
売
却

し
て
い
く
考
え
は
。

答

教
員
住
宅
を
建
て
替
え
る

計
画
は
な
く
、
今
後
も
売

却
等
を
含
め
民
間
活
用
を
図
っ

て
い
く
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
会
計

外
国
人
介
護
人
材

問

外
国
人
労
働
者
の
採
用
に

あ
た
っ
て
職
場
環
境
の
整

備
は
。

答

受
け
入
れ
に
関
し
て
は
相

当
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
施
設
全
体
で
職
員
研

修
な
ど
も
行
い
、
外
国
人
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
る

よ
う
努
め
る
。

新年度

令
和
６
年
度
予
算
を
可
決

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
事
業
の

趣
旨
は
理
解
す
る
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
は
広
尾
の
町
民

や
子
ど
も
た
ち
の
交
流
事
業
に

活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

滞
納
整
理
機
構
運
営
分
担
金
は

徴
収
実
績
に
関
わ
ら
ず
件
数
割

を
負
担
す
る
な
ど
制
度
に
課
題

が
あ
り
見
直
す
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
、
本
案
に
反
対
す
る
。 　

継
続
事
業
中
心
の
骨
格
予
算

編
成
で
は
あ
る
が
、
地
方
自
治

の
運
営
は
し
っ
か
り
と
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

交
流
事
業
は
寄
附
金
の
意
向
に

沿
っ
た
事
業
執
行
を
し
て
お
り
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
予
算
を
は
じ
め
、
諸
課
題
に

対
応
し
た
予
算
編
成
で
あ
る
と

理
解
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
。

萬
亀
山
ち
ず
子
議
員

前
崎　
茂 

議
員

賛
成

反
対 討

論
（
一
般
会
計
）

今年40周年を迎えるサンタランド今年40周年を迎えるサンタランド

次のページは「第１回定例会」
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現
在
、
持
ち
込
み
ご
み
は
、

南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
無
料
で
受
け
入
れ
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
２
月

21
日
開
催
の
南
十
勝
複
合
事
務

組
合
議
会
に
お
い
て
、
令
和
６

年
10
月
か
ら
有
料
化
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

○
有
料
化
を
行
う
主
な
目
的

・
ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
の

推
進

・
令
和
10
年
度
か
ら
新
中
間
処

理
施
設
で
燃
え
る
ご
み
の
広
域

処
理
を
行
う
こ
と
に
伴
う
一
般

廃
棄
物
の
搬
入
量
の
割
合
で
算

出
さ
れ
る
十
勝
圏
複
合
事
務
組

合
負
担
金
の
抑
制

　
　○

有
料
と
な
る
ご
み

・
燃
え
る
ご
み

・
燃
え
な
い
ご
み

・
燃
や
せ
な
い
ご
み

※
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
無
料
で
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
。

○
料
金

　
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

	

１
５
０
円

そ
の
他
決
ま
っ
た
こ
と

条
例
の
制
定
・
改
正

◆
広
尾
町
使
用
料
・
手
数
料
等

審
議
会
条
例
の
制
定

◆
広
尾
町
予
防
接
種
健
康
被
害

調
査
委
員
会
条
例
の
制
定

◆
広
尾
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
広
尾
町
介
護
保
険
事
業
計

画
運
営
推
進
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正

◆
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
に

対
す
る
報
酬
、
費
用
弁
償
支
給

条
例
の
一
部
改
正

　
委
員
報
酬
の
見
直
し
に
伴
い
、

設
置
根
拠
を
規
則
や
要
綱
で
定

め
て
い
る
委
員
会
等
を
地
方
自

治
法
に
基
づ
き
、
付
属
機
関
と

し
て
条
例
制
定
す
る
な
ど
の
整

理
を
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
改
正

◆
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
職

員
の
懲
戒
免
除
及
び
職
員
の
賠

償
責
任
に
基
づ
く
債
務
の
免
除

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、

引
用
箇
所
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
よ
り
、
引
用
箇
所
を
改
正

し
ま
し
た
。

◆
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
育
児
休
業
中
の
会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の
勤
勉
手
当
の
支
給

除
外
規
定
を
削
除
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
改

正
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　
介
護
保
険
料
の
基
準
額
や
保

険
料
率
の
特
例
措
置
、
低
所
得

者
に
対
す
る
公
費
負
担
軽
減
の

継
続
等
に
つ
い
て
の
改
正
を
し

ま
し
た
。

令和６年
第１回
定例会

3/5～13

持ち込みごみの有料化
令和６年１０月実施　　

ごみの重さによって負担する金額が決まるごみの重さによって負担する金額が決まる
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◆
広
尾
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正◆
広
尾
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な

事
項
並
び
に
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　
介
護
保
険
関
係
基
準
省
令
の

改
正
等
に
伴
い
、
管
理
者
の
兼

務
範
囲
を
明
確
に
す
る
な
ど
の

改
正
を
し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
広
尾
町
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
の
改
正
等
に
伴

う
条
項
の
追
加
な
ど
の
改
正
を

し
ま
し
た
。

◆
広
尾
町
水
道
事
業
給
水
管
理

条
例
の
一
部
改
正

◆
広
尾
町
水
道
事
業
の
布
設
工

事
監
督
者
及
び
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
水
道
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一  

般  

会  

計

広
尾
町
移
住
支
援
金

�

△
１
６
０
万
円

問

移
住
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
等
の
件
数
は
。

答

具
体
的
な
問
い
合
わ
せ
等

は
な
か
っ
た
。

問

問
い
合
わ
せ
が
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
Ｐ
Ｒ
用
冊
子

の
配
布
状
況
と
残
数
は
。

答

移
住
フ
ェ
ア
や
道
産
品
フ
ェ

ア
、
西
海
市
等
の
交
流
な

ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布

し
て
い
る
。
現
在
の
残
数
は
１

０
０
部
程
度
。

ひ
ろ
お
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン

券
発
行
事
業

�

３
３
７
１
万
円

問

ク
ー
ポ
ン
券
を
全
戸
配
布

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
配

布
方
法
や
不
在
時
の
対
応
は
。

答

配
布
は
宅
急
便
で
、
不
在

時
は
他
町
村
の
事
例
を
参

考
に
３
回
程
度
は
不
在
票
を
入

れ
ず
に
配
布
す
る
予
定
。

予
防
接
種
委
託
料

�

△
１
６
３
８
万
円

問

大
幅
な
減
額
の
内
容
は
。

答

主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
、
当
初
７
０
０

０
人
分
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

接
種
回
数
が
３
０
０
０
回
程
度

下
回
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

�

△
１
億
３
１
０
０
万
円

問

当
初
予
算
よ
り
４
割
も
減

額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答

総
務
省
の
指
導
に
よ
り
返

戻
率
を
下
げ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
こ
と
や
魅
力
あ
る
返
礼

品
を
用
意
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
要
因
と
考
え
る
。

一般会計 ⑪ 77億2429万円 ３億248万円 減

港湾管理特別会計 ④ １億1180万円 716万円 増

国保事業勘定特別会計 ⑤ ９億2260万円 2727万円 減

介護保険特別会計 ⑤ ７億2827万円 2492万円 減

介護サービス事業特別会計 ⑦ ２億9522万円 3556万円 減

後期高齢者医療特別会計 ③ １億2684万円 361万円 減

病院事業債管理特別会計 ① 6443万円 440万円 減

水道事業会計 ⑥ 
　収益的収入 ３億902万円 94万円 減

　収益的支出 ２億9305万円 814万円 減

　資本的収入 3914万円 198万円 減

　資本的支出 １億5683万円 695万円 減

下水道事業会計 ⑤ 
　収益的収入 ４億2468万円 397万円 減

　収益的支出 ３億4325万円 379万円 減

　資本的収入 １億182万円 3023万円 減

　資本的支出 ２億7590万円 2811万円 減

令和５年度　補正予算の内訳

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
を
図
る
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
法
改
正
等

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者	

浜
野　
隆
議
員

　
世
界
経
済
の
不
安
定
化
や

気
候
変
動
に
よ
る
食
糧
生
産

へ
の
影
響
な
ど
、
食
料
を
安

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
状
況
下
で
政
策
の

構
造
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
農
業
の
発
展
を
図
り
、
生

産
現
場
の
意
見
に
寄
り
添
っ

た
農
政
の
確
立
に
向
け
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

改
正
を
要
望
す
る
。

提
出
先

　
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
総
務
大
臣
、
経
済
産
業

大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

意
見
書
１
件
を
可
決

�

国
等
へ
提
出

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

次のページは「行政報告・議案賛否・

議員出欠状況」
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農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

農
林
人
材
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
、

野
塚
交
流
館
の
３
施
設
で
使
用

料
に
消
費
税
分
を
加
算
せ
ず
に

請
求
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
平
成
30
年
４
月
か
ら
計
１

３
０
件
分
で
、
総
額
17
万
８
７

５
６
円
で
あ
る
。
対
応
と
し
て

は
、
５
年
の
時
効
が
経
過
し
て

い
な
い
１
０
９
件
分
の
15
万
８

０
６
６
円
を
遡
及
し
て
使
用
者

に
請
求
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

令
和
５
年
の
漁
業
生
産
は
、

地
元
水
揚
17
億
１
０
８
１
万
円
、

外
地
水
揚
６
８
２
７
万
円
の
合

計
17
億
７
９
０
８
万
円
で
、
こ

れ
に
外
来
船
水
揚
49
億
９
２
３

１
万
円
を
加
え
、
67
億
７
１
３

９
万
円
と
な
り
、
前
年
対
比
１

１
５
・
８
％
、
９
憶
２
１
４
７

万
円
の
増
と
な
っ
た
。

消
費
税
の
加
算
漏
れ

漁
業
の
生
産
実
績
状
況

　
令
和
５
年
の
農
業
生
産
額
の

概
算
値
は
、
畑
作
・
畜
産
合
わ

せ
て
86
億
６
２
６
１
万
円
と
過

去
最
高
額
を
更
新
し
た
。

　
近
年
の
物
価
高
騰
に
対
す
る

緊
急
的
な
取
組
と
し
て
、
ひ
ろ

お
生
活
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
を
発

行
し
、
配
布
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
南
十
勝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

に
ご
み
を
持
ち
込
む
際
、
令
和

６
年
10
月
か
ら
燃
え
る
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
、
燃
や
せ
な
い

ご
み
が
、
10
キ
ロ
あ
た
り
１
５

０
円
の
料
金
が
か
か
る
こ
と
が

決
定
し
た
。
な
お
、
資
源
ご
み

は
引
き
続
き
無
料
と
な
る
。

農
業
の
生
産
状
況

物
価
高
騰
対
策
の
支
援

持
ち
込
み
ご
み
の
有
料
化

　
「
自
立
支
援
・
介
護
予
防
・

重
度
化
防
止
の
推
進
」
な
ど
９

つ
の
基
本
目
標
に
よ
り
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

を
目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
計
画
を
策
定
し
た
。

（
関
連
記
事
を
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
障
害
者
計
画
、
障
害
福
祉
計

画
、
障
害
児
福
祉
計
画
を
一
体

化
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
、

自
ら
の
意
思
決
定
の
も
と
、
自

立
し
た
生
活
形
態
や
社
会
参
加

を
選
択
し
、
必
要
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
た
め
、

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
計
画
を
策
定
し
た
。

（
関
連
記
事
を
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

障
害
者
計
画
の
策
定

　
大
樹
に
あ
る
南
十
勝
こ
ど
も

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
中
札
内

村
、
更
別
村
、
大
樹
町
、
幕
別

町
、
広
尾
町
の
５
町
村
で
協
定

を
結
び
、
利
用
・
管
理
・
運
営

を
行
っ
て
い
た
が
、
幕
別
町
が
、

忠
類
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
テ
ラ
イ

ト
を
開
設
す
る
に
伴
い
、
令
和

６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
脱
退

し
た
。
幕
別
町
脱
退
後
の
４
町

村
で
令
和
６
年
４
月
１
日
に
協

定
を
結
ん
だ
。

　
「
広
尾
小
学
校
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
」
を
有
限
会
社
田
中
建

設
と
契
約
、「
広
尾
中
学
校
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
」
を
奥
原
・

畑
下
経
常
建
設
共
同
企
業
体
と

契
約
し
た
。
工
事
内
容
は
、
広

尾
小
学
校
の
普
通
教
室
・
特
別

教
室
に
計
28
台
、
広
尾
中
学
校

の
普
通
教
室
・
特
別
教
室
に
同

じ
く
計
28
台
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
で
あ
る
。

南
十
勝
こ
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
協
定
内
容
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
第
２
期
広
尾
町
食
育
推
進
計

画
を
策
定
し
た
。

　
第
２
期
計
画
で
は
、
第
１
期

計
画
で
の
広
尾
町
の
食
の
現
状

や
取
り
組
み
の
評
価
を
踏
ま
え
、

食
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
開
始
し
た

第
６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総
合

計
画
「
実
施
計
画
」
は
財
政
状

況
や
社
会
経
済
情
勢
等
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
事
業
の
追

加
、
修
正
な
ど
毎
年
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
回
行
っ
た
見
直
し
は
新
規

追
加
が
６
事
業
、
事
業
内
容
等

の
変
更
が
23
事
業
の
合
計
29
事

業
と
な
っ
た
。

　
見
直
し
に
伴
い
、
10
憶
９
６

５
８
万
円
の
増
額
と
な
り
、
事

業
費
の
総
合
計
は
４
３
５
億
７

４
４
９
万
１
０
０
０
円
と
な
る
。

食
育
推
進
計
画
の
策
定

第
６
次
ま
ち
づ
く
り
計
画

「
実
施
計
画
」
の
見
直
し

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
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（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退
議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

１/26 第１回臨時会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３/５ 第１回定例会（条例制定・改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３/６ 第１回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３/７ 第１回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３/13 第１回定例会（新年度予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
開催日数計 ５日 出席日数計 ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：該当外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

１/26 第１回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２/２ 議会モニター会議（１班） ○ － ○ ○ ○ － － ○ － － ○ ○
２/15 第２回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２/15 中札内村議会議員等研修会（中札内村） ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
３/５ 第３回議員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13
議 員 名 松

田
浜
野

萬
亀
山

前
崎

北
藤

志
村

星
加

欠
番

渡
辺

小
田

旗
手

山
谷

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

２/５ 議会広報編集会議 － － － ○ ○ ○ × ○ － － ○ －
２/７ 第１回総務常任委員会 － ○ ○ ○ － － － ○ － － ○ ○
２/９ 第１回産業常任委員会 ○ － － － 遅 ○ × － ○ ○ － ○
２/13 第１回議会広報特別委員会 － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○
２/13 第１回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○
２/15 防災公園整備に係る調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２/28 第２回議会運営委員会 － ○ ○ ○ － － ○ ○ － － ○ ○
３/６ 予算審査特別委員会（正副委員長互選） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
３/11 予算審査特別委員会（新年度） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
３/12 予算審査特別委員会（新年度） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
３/13 議会広報編集会議 － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ －

○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外（２）委員会

※議長の委員会への出席
　堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、いずれの委員会にも随時出席し、発言することができるため、出席した委員会は「○」と表しています。
※予算審査特別委員会・防災公園整備調査特別委員会は議長を除く議員で構成されています。

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（令和５年12月定例会終了後～令和６年３月定例会まで）

令和６年　第１回定例会　議案審議結果
●賛否のあった議案　（議案名は一部省略しています） 賛：賛成　　否：反対　　欠：欠席

議　　　案　　　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議決
結果

松
田
　
健
司

浜
野
　
　
隆

萬
亀
山
ち
ず
子

前
崎
　
　
茂

北
藤
　
利
通

志
村
　
國
昭

星
加
　
廣
保

欠
　
番

渡
辺
富
久
馬

小
田
　
雅
二

旗
手
　
恵
子

山
谷
　
照
夫

堀
田
　
成
郎

令和 6 年度一般会計予算 賛 賛 賛 否 賛 賛 賛 賛 否 否 賛 － 可決
（8-3）

※全会一致した議案の掲載は省略しています。 ※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。
 ※８番は欠番です。 　　　　　　　　　　　　　

次のページは「一般質問」

『給食費無償化・帯状疱疹予防接種・少子化対策』
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一 般 質 問一 般 質 問
３月定例会では、４人の議員が一般質問を行いました。
※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

各議員の一般質問は録画中継にてご覧いただけます。
（QR コードは15ページ掲載）

質
問
全
国
の
学
校
給
食
費

完
全
無
償
化
し
て
い

る
自
治
体
は
２
０
２
２
年
度
で

は
４
５
１
ま
で
増
え
、
東
京
都

内
の
23
区
に
つ
い
て
は
今
年
度

か
ら
全
て
の
区
で
学
校
給
食
費

無
償
化
を
実
施
予
定
と
し
て
い

る
。
北
海
道
に
つ
い
て
は
２
０

２
２
年
度
に
は
40
自
治
体
ま
で

拡
大
し
、
現
在
も
増
加
し
続
け

て
い
る
。
十
勝
管
内
で
は
無
償

化
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は
６

町
村
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　
本
町
の
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
数
は
２
０
０
５
年
時
点
で
７

８
０
人
、
２
０
２
３
年
時
点
で

３
４
５
人
と
、
18
年
間
で
半
分

以
下
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
物

価
高
騰
対
策
や
子
育
て
支
援
と

し
て
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化

で
、保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
み
て
は
ど
う
か
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
少
子
化
対
策
、
子
育

て
支
援
策
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
上
で
有
効
な
施
策
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
、
他
の
支
援
や
施
策
を

含
め
た
中
で
検
討
し
た
結
果
、

現
在
の
と
こ
ろ
見
送
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
今
後
も
、
少
子
化
対
策
へ
の

効
果
も
期
待
で
き
る
施
策
を
模

索
し
て
い
く
中
で
、
引
き
続
き
、

子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
子
供

を
産
み
育
て
る
町
を
目
指
し
、

住
民
全
体
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を

く
み
取
り
な
が
ら
支
援
施
策
の

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

前
まえざき

崎　茂
しげる

 議員

質
問
発
疹
と
と
も
に
強
い

痛
み
が
出
る
帯
状
疱

疹
は
、
治
療
に
よ
り
一
週
間
程

度
で
皮
膚
の
症
状
は
消
え
、
帯

状
疱
疹
後
神
経
痛
の
痛
み
が
数

か
月
続
く
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
重

症
化
や
後
遺
症
を
防
ぐ
た
め
の

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
「
シ
ン
グ

リ
ッ
ク
ス
（
接
種
２
回
）」
は

発
症
の
予
防
効
果
は
97
％
と
高

い
数
値
を
示
し
て
い
る
が
、
接

種
２
回
の
金
額
が
４
万
２
０
０

０
円
と
高
額
で
あ
り
、
接
種
を

た
め
ら
う
高
齢
者
の
方
も
い
る
。

　
管
内
で
は
、
上
士
幌
町
が
昨

年
度
か
ら
、
足
寄
町
が
今
年
度

か
ら
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成

事
業
を
開
始
し
、
す
で
に
豊
頃

町
、
浦
幌
町
、
中
札
内
村
も
助

成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
高
齢
者
の
方
が

広
尾
町
で
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
た
め
に
、
予
防
接
種
助

成
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

対
象
と
な
る
50
歳
以
上
の
方
は

１
月
末
時
点
で
３
７
５
３
人
お

り
、
年
間
大
体
３
～
５
％
の
接

種
が
見
込
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
仮
に
対
象
で
あ
る
住
民

の
方
に
対
し
接
種
費
用
の
半
額

を
助
成
す
る
場
合
、
年
間
約
３

０
０
万
円
程
度
か
か
る
と
試
算

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
が
実

施
主
体
の
定
期
接
種
と
は
違
い

任
意
接
種
の
た
め
、
地
方
交
付

税
措
置
が
な
く
、
費
用
の
全
額

が
町
の
負
担
と
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
い
た
定
期
接
種
に

つ
い
て
優
先
的
に
接
種
体
制
を

構
築
す
る
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、

現
状
で
は
任
意
接
種
で
あ
る
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は
想

定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
国

の
動
向
や
社
会
情
勢
等
を
注
視

し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

支
援
施
策
の
検
討
を
進
め
る

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

町
長

国
の
動
向
等
注
視
し
、

�

検
討
を
進
め
る

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
の
助
成
を

町
長
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日
本
の
人
口
は
、
２

０
０
８
年
に
１
憶
２

８
０
０
万
人
に
達
し
、
こ
れ
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
る
。
中
で
も
少
子
化
問
題
は

深
刻
で
、
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
（
１
９
４
７
年
）
に
は
２
６

８
万
人
だ
っ
た
出
生
児
数
が
、

２
０
２
３
年
に
は
75
万
８
千
人

に
と
ど
ま
り
、
急
速
に
少
子
化

が
進
ん
で
い
る
。
広
尾
町
の
出

生
数
に
関
し
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
。

　
２
０
１
６
年
に
広
尾
町
で
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
際
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
２
０
４
０

年
に
２
・
07
に
上
昇
す
る
と
さ

れ
て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
に

１
・
44
に
下
方
修
正
さ
れ
て
い

た
が
な
ぜ
か
。

　
さ
ら
に
、
本
町
の
20
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
人
口
割
合
が
直
近

22
年
の
間
に
６
５
２
人
か
ら
３

９
８
人
と
な
り
、
２
５
４
人
も

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少

子
化
対
策
の
一
歩
と
し
て
、
女

性
の
雇
用
の
確
保
、
非
正
規
雇

用
か
ら
正
規
雇
用
に
転
換
を
図

る
な
ど
、
町
自
ら
率
先
垂
範
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

形
と
し
た
こ
と
か
ら
、
合
計
特

殊
出
生
率
１
・
44
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
町
と
し
て
、
結
婚
新
生
活
支

援
補
助
金
、
不
妊
治
療
費
等
助

成
事
業
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
事
業
、
出
産
祝
い
金
や
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

の
整
備
に
努
め
て
お
り
、
働
く

場
所
の
確
保
と
し
て
は
、
十
勝

港
へ
新
た
な
物
流
を
呼
び
込
み
、

新
航
路
開
設
を
す
る
な
ど
活
性

化
を
図
り
な
が
ら
新
た
な
職
場

の
創
設
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

働
く
場
所
の
確
保
と
と
も
に
子

育
て
を
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
、
と
い
う
二
本
柱
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
町
の

合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
、

２
０
２
１
年
度
ま
で
の
数
値
が

発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
１
・
67

と
、
全
道
・
全
国
平
均
を
上
回

る
率
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

本
町
の
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性

の
人
口
及
び
割
合
は
２
０
１
０

年
が
６
５
２
人
で
18
・
３
％
、

２
０
２
３
年
で
は
３
９
８
人
で

12
・
８
％
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

人
口
減
少
率
が
当
初
の
予
想
よ

り
も
加
速
し
て
い
る
こ
と
、
ま

た
広
尾
町
に
お
け
る
人
口
減
少

の
大
き
な
要
因
は
社
会
減
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
現
実
を
捉
え
、

社
会
減
を
段
階
的
に
抑
制
す
る

質
問

広尾町の出生数の推移

2019

40

30

20

10

0
2020 2021

対象年度

出
生
数
（
人
）

2022 2023

31
36

22 22
15

旗
は た て

手恵
け い こ

子 議員

今
後
も
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

少
子
化
対
策
、人
口
減
少
へ
の
考
え
は

町
長

次のページも「一般質問」

『災害からの教訓・産後ケア』

※�

団
体
で
傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、

議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　（
☎
2 ・

0
1
8
0
）

仕
事
の
合
間
に
！

　
　
　 

　
友
達
と
！

　
　
　
　
　
　
　
団
体
な
ど
で
！

町
議
会
を

�

見
に
来
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴

 

し
ま
せ
ん
か

役
場
の
３
階
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
傍
聴
人
入
口
」
で

住
所・氏
名
を
記
入

傍
聴
席
へ
ど
う
ぞ
！

席
は
自
由
で
す

手
続
き
は
簡
単

　次回　
定例会は
６月中旬
開会予定

合計特殊出生率（５年ごとに公表）
15歳から49歳までの女性の年齢ごとの出生
率を合計したもの。

※出生率 ＝ 母の年齢別出生数
年齢別女子人口
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こ
の
度
、
能
登
半
島

地
震
で
被
災
し
た
自

治
体
に
お
い
て
、
多
く
の
死
者

や
負
傷
者
が
、
ま
た
住
宅
、
建

物
の
損
壊
な
ど
大
変
な
状
況
下

に
あ
り
、
今
な
お
１
万
人
以
上

の
方
々
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
復
興
に
向

け
多
く
の
方
が
日
夜
頑
張
っ
て

い
る
姿
に
敬
服
の
意
を
表
し
た
い
。

　
そ
こ
で
、
広
尾
町
の
現
在
の

防
災
計
画
や
対
策
に
つ
い
て
の

見
直
し
や
、
再
検
討
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。
例
と
し
て
、

石
川
県
の
地
域
防
災
計
画
は
１

９
９
７
年
か
ら
更
新
さ
れ
て
お

ら
ず
、
被
害
の
想
定
も
、
今
回

の
被
害
と
比
べ
て
大
幅
に
低
い

試
算
で
あ
り
、避
難
場
所
と
な
っ

た
学
校
に
お
い
て
も
、
ス
ト
ー

ブ
や
毛
布
の
備
蓄
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
。
そ
の
他
に
も
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、

災
害
用
の
井
戸
の
整
備
、
女
性

や
妊
産
婦
、
乳
幼
児
向
け
の
用

品
の
備
蓄
な
ど
が
進
ん
で
い
な

か
っ
た
事
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
十
勝
の
各
市
役
所
に
あ
る
防

災
品
の
備
蓄
状
況
に
つ
い
て
の

新
聞
報
道
が
あ
り
、
鹿
追
町
で

「
Ｆ
Ｃ
Ｅ
Ｖ（
燃
料
電
池
自
動
車
）」

を
公
用
車
と
し
て
導
入
す
る
な

ど
各
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討

や
実
施
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
広
尾
町
と
し
て
の
総
合
的

な
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
備
蓄
関
係
は
、
津
波
を
想
定

し
た
浸
水
区
域
内
の
住
民
の
方

を
対
象
と
し
て
の
数
量
の
確
保

で
あ
る
。
全
町
民
分
と
い
う
の

は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
な

の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
暖
房
等
の
関
係
だ

が
、備
え
と
し
て
は
発
電
機
、ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を
用
意
し
て

い
る
。

　
女
性
や
妊
産
婦
、
乳
幼
児
等

の
用
品
の
備
蓄
に
関
し
て
は
、

防
災
会
議
だ
け
で
な
く
、
実
際

に
必
要
と
す
る
方
々
か
ら
の
意

見
を
聞
く
場
は
大
事
だ
と
思
っ

て
お
り
、
今
後
、
意
見
を
聞
く

場
の
設
置
等
の
取
組
み
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
福

祉
避
難
所
も
設
け
て
お
り
、
福

祉
避
難
所
で
の
妊
産
婦
の
方
や

乳
幼
児
向
け
の
備
蓄
に
何
が
必

要
か
と
い
う
の
も
計
画
の
中
に

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
水
の
確
保
に
関
し
て
、

井
戸
の
対
策
に
つ
い
て
は
防
災
計

画
で
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
本
町

に
お
い
て
は
防
火
水
槽
が
全
町

内
に
76
基
あ
る
。
１
基
あ
た
り

60
ト
ン
の
水
槽
で
あ
り
、
飲
料

水
に
は
使
用
で
き
な
い
が
、
生
活

用
水
と
し
て
は
使
用
可
能
で
あ
る
。

　
電
気
自
動
車
の
関
係
は
、
本

町
の
公
用
車
と
し
て
１
台
導
入

し
て
お
り
、
最
低
限
の
対
策
本

部
の
電
気
は
そ
こ
で
賄
う
事
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
施
設

の
非
常
電
源
の
確
保
や
大
き
な

発
電
機
な
ど
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

質
問

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い

災
害
か
ら
の
教
訓
と
し
て
何
を
学
ぶ
か

町
長

小
お だ

田雅
ま さ じ

二 議員

議員
研修

災害対策を発展させるべく
中札内村議会議員等研修会２

15

　議会改革及び地域活性化の一層の推進を図るため、弁護士の岡本
正氏を講師とした研修会（中札内村議会主催）に参加いたしました。
※内容は抜粋しています。

被
災
と
は

　
被
災
と
は
「
お
金
と
く
ら
し
」

の
困
難
に
陥
る
も
の
で
あ
り
、

家
を
建
て
る
た
め
の
ロ
ー
ン
の

残
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や

通
帳
の
紛
失
な
ど
多
く
の
困
難

に
当
面
す
る
。
そ
の
際
は
ロ
ー

ン
の
減
免
措
置
や
給
付
金
な
ど

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

な
た
め
、
最
悪
の
場
合
を
考
え
、

手
続
き
で
き
る
準
備
を
し
て
お

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

災
害
の
備
え
と
し
て

　
十
分
に
災
害
対
策
を
し
て
い

て
も
、
被
災
に
よ
る
困
難
に
は

誰
も
が
直
面
す
る
。
そ
こ
で
、

被
災
し
た
後
の
「
生
活
を
取
り

戻
す
知
恵
」
も
備
え
る
べ
き
で

あ
る
。

※ＦＣＥＶ（燃料電池自動車）
ガソリンの代わりに、水素を補給し、酸素と水素を使って電気
エネルギーを生み出しエンジンを動かす自動車のこと

業
者
と
契
約
を
し
て
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
総
合
的
に
、
ま
だ
ま
だ
多
岐

に
わ
た
っ
て
の
課
題
が
あ
り
、

他
の
地
域
で
起
こ
っ
た
こ
と
を

自
分
事
と
し
て
、
し
っ
か
り
対

策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
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令
和
３
年
度
か
ら
少

子
化
社
会
対
策
大
綱

に
基
づ
き
、
核
家
族
化
の
進
展
、

共
働
き
家
庭
の
増
加
、
地
域
の

希
薄
化
な
ど
、
家
族
の
在
り
方

や
家
族
を
取
り
巻
く
環
境
が
多

様
化
し
て
い
る
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
再
婚
家
庭

な
ど
、
家
族
の
在
り
方
や
多
様

で
あ
り
、
ま
た
、
母
親
の
都
市

部
へ
の
人
口
流
入
を
背
景
に
、

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
以

外
で
子
育
て
を
す
る
家
庭
や
不

安
や
悩
み
を
誰
に
も
相
談
で
き

ず
孤
立
し
て
子
育
て
を
す
る
家

庭
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、

母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ
り「
産

後
ケ
ア
事
業
」
の
支
援
体
制
整

備
が
構
築
さ
れ
た
。

　
市
町
村
の
努
力
義
務
と
な
っ

て
い
る
が
、
管
内
で
は
全
て
の

市
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
広
尾
町
の
利
用
状

況
等
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
訪
問
型
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
、宿
泊
型
が
あ
る
う
ち
の
、

広
尾
町
で
は
訪
問
型
の
み
を
採

用
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
の
設
置
も
求
め
た
い
。

　
併
せ
て
、
非
課
税
世
帯
、
生

活
保
護
世
帯
、
多
胎
児
な
ど
の

ケ
ア
の
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
広
尾
町
の
少
子
化
対
策
に
と
っ

て
、
子
供
を
産
み
育
て
て
い
る

母
親
の
悩
み
を
真
摯
に
受
け
止

め
る
大
切
な
事
業
だ
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

応
じ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
。

な
お
、
非
課
税
世
帯
及
び
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料
と
し
て

い
る
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
実
施
だ
が
、

広
尾
町
か
ら
一
番
近
い
事
業
所

は
帯
広
市
内
の
事
業
所
と
な
り
、

心
身
の
疲
労
を
軽
減
す
る
と
い

う
事
業
の
目
的
や
事
業
所
ま
で

の
移
動
の
負
担
な
ど
を
考
慮
し
、

現
在
は
実
施
を
見
送
っ
て
い
る
。

な
お
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
を
開

設
す
る
場
合
は
、
適
切
な
授
乳

の
ケ
ア
が
で
き
る
助
産
師
を
中

心
と
し
た
実
施
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
町
単

独
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
施
設

を
開
設
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
型
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
が
出
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
た
め
、
事
業
委
託
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
子
供
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
環
境
は
本
当
に
大
事
な
環
境

整
備
だ
と
考
え
て
お
り
、
産
後

鬱
や
孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
、
柔

軟
な
対
応
を
し
、
安
心
・
安
全

で
健
や
か
な
妊
娠
、
出
産
、
産

後
の
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

答
弁
村
瀨
町
長

　
現
在
、
本
町
で
は
、
産
後
ケ

ア
事
業
と
し
て
、「
訪
問
型
」

に
よ
り
退
院
後
の
母
子
の
状
況

に
合
わ
せ
た
支
援
等
を
委
託
し

て
い
る
。
こ
の
事
業
は
令
和
４

年
７
月
か
ら
始
め
て
お
り
、
利

用
状
況
は
、
令
和
５
年
度
は
申

請
者
が
27
名
で
う
ち
４
名
の
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
産
後
ケ

ア
事
業
の
対
象
者
は
出
産
後
１

年
未
満
の
母
子
で
あ
り
、
町
で

は
出
産
後
速
や
か
に
産
後
ケ
ア

を
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
妊

娠
中
か
ら
申
請
を
い
た
だ
く
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
産
後
ケ
ア
の
利
用
料
金
だ
が
、

子
が
一
人
で
あ
っ
て
も
双
子
等

で
あ
っ
て
も
１
回
に
つ
き
１
６

５
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
回
数

は
原
則
５
回
と
な
っ
て
い
る
が
、

多
胎
児
の
場
合
な
ど
、
必
要
に

質
問

支
援
の
充
実
に
向
け
、
検
討
す
る

産
後
ケ
ア
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
支
援
体
制
を

町
長

萬
ま き や ま

亀山ちず子
こ

 議員

次のページは「特別委員会・基本条例

の検証・常任委員会」

前崎議員、旗手議員、
小田議員、萬亀山議員の
一般質問はこちらから

町ウェブサイト
「議会インターネット中継」
QRコード

過去の録画中継も
見れるよ



広尾町議会だより　№210 16

議会基本条例の検証・評価を実施
「議会基本条例」に基
づき行う議会活動の内
容（活動できたか、で
きなかったか。どのよ
うに活動したか）につ
いて議会は検証・評価
を行い、その結果を翌
年以降の活動に反映さ
せていく必要があるこ
とから、令和４・５年
の活動について、検証・
評価を実施しました。

評価結果の詳細は、
広尾町ウェブサイトに
掲載しています。

議会基本条例

議 会 活 動 検証・評価

町　民

見直し・改正

結果を反映

公表

議会基本条例　検証・評価の実施方法
≪一次評価≫

議員による
評価

評価シートによ
り、全員で行う。
評価は４段階で
理由も記載。

≪二次評価≫

議会運営委員会
による評価

議員の評価を基に
評価を４段階で行う。
評価の理由、今後の
課題、改善策を記載。

≪最終評価≫

議会による
評価

二次評価を基に、
議員協議会で議
会としての最終
評価を決定。

評価実施後の取り組み
① 議会として決定した「今後の課題及び改善策」について検討を行い、翌年

以降の取り組みに反映させていく。必要があれば条例、規則等の改正を行
う。

②検証・評価内容について、議会広報、議会報告会などで町民へ公表する。

町ウェブサイト
｢広尾町議会改革｣

ＱＲコード

　
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会（
６

月
７
日
）
に
お
い
て
設
置
さ
れ

た
「
防
災
公
園
整
備
に
係
る
調

査
特
別
委
員
会
」
よ
り
、
令
和

６
年
第
１
回
定
例
会
で
調
査
結

果
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
町
民
の
多
様
な
意
見
を
受
け

地
方
自
治
に
お
け
る
二
元
代
表

制
の
一
翼
と
し
て
、
町
と
議
会

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関

が
よ
り
一
層
の
機
能
を
果
た
し

つ
つ
取
り
組
ん
で
い
く
政
策
事

業
と
認
識
し
、
特
別
委
員
会
の

設
置
か
ら
今
日
ま
で
、
様
々
な

活
動
を
通
じ
て
調
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
町
長

へ
特
別
委
員
会
と
し
て
「
防
災

公
園
整
備
に
係
る
あ
り
方
」
の

提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
調
査
の
経
過
】

　
令
和
５
年
第
１
回
委
員
会
で

正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
、

第
２
回
か
ら
第
４
回
ま
で
は
町

部
局
か
ら
の
事
業
費
の
変
遷
等

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
議
員

相
互
間
に
お
け
る
「
自
由
討
議
」

に
よ
り
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
５
回
、
第
６
回
で
は
自
由

討
議
に
よ
る
審
議
と
特
別
委
員

会
と
し
て
の
提
言
書
提
出
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
25
日
に
は
「
防
災
公
園

整
備
に
係
る
あ
り
方
」
の
提
言

書
を
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
第
１
回
委
員
会
で

は
、
町
長
よ
り
「
防
災
公
園
整

備
に
係
る
令
和
６
年
度
の
事
業

内
容
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

※
委
員
会
報
告
後
、
議
長
の
調

査
終
了
宣
告
に
よ
り
本
委
員
会

は
消
滅
し
ま
し
た
。

防
災
公
園
整
備
に
係
る

�
調
査
特
別
委
員
会
報
告
書
（
概
要
） 

�
委
員
長�

山
谷
　
照
夫
　
副
委
員
長
　
前
崎
　
茂
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常任委員会所管事務調査常任委員会所管事務調査

サンタランド事業の概要
広尾サンタランド事業について、室谷水産商工観光課長、山田
水産商工観光課長補佐から説明を受けた。

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の

�

誕
生
と
歴
史

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
事
業
の

�

推
進

見た！
　聞いた！

考えた！

産業常任委員会
出席委員：委員長　小

お だ
田雅

まさ じ
二　副委員長　旗

はた て
手恵

けい こ
子

　　　　　松
まつだ
田健

けん じ
司・北

きたふじ
藤利

としみち
通・志

しむら
村國

くにあき
昭・議長　堀

ほり た
田成

しげ お
郎

� 調査日　令和６年２月９日

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
誕
生

　
１
９
８
０
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
ベ
ル
ゲ
ン
市
に
あ
る
国
立
水

族
館
と
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
広

尾
の
海
洋
水
族
科
学
館
が
姉
妹

提
携
し
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
の
交
流
が
始
ま
っ

た
。
首
都
オ
ス
ロ
市
に
て
、
世

界
中
か
ら
届
く
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
あ
て
の
手
紙
に
、
返
事
の
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
送
る
と
い

う
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
広
尾
町
は
、
日
本
の

子
供
た
ち
に
も
伝
え
た
い
と
考

え
オ
ス
ロ
市
に
相
談
し
、
１
９

８
４
年
に
、
当
時
の
市
長
か
ら

広
尾
町
を
国
外
初
、
日
本
で
唯

一
の
「
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
」
と
す

る
認
定
を
受
け
た
。

活
動
の
歴
史

　
認
定
を
受
け
た
１
９
８
４
年

か
ら
活
動
を
開
始
し
、
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
を
全
国
各
地
へ
贈

り
平
和
の
灯
を
灯
す
リ
レ
ー
点

灯
式
を
は
じ
め
、
そ
の
翌
年
か

↓	

広
尾
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
認
定
40
周
年
記

念
で
作
成
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク

広
尾
町
の
主
な
事
業
内
容

　
各
事
業
の
推
進
と
し
て
、
サ

ン
タ
カ
ー
ド
事
業
は
申
込
件
数

が
昨
年
減
少
し
た
た
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
利
便
性
を

図
り
、
一
年
を
通
し
て
い
つ
で

も
申
し
込
め
る
よ
う
に
し
た
り
、

大
阪
市
の
阪
急
う
め
だ
店
に
て

サ
ン
タ
カ
ー
ド
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ら
は
、広
尾
サ
ン
タ
メ
ー
ル（
現

在
の
広
尾
サ
ン
タ
カ
ー
ド
）
事

業
も
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
日
本
郵
便
株
式
会
社

の
後
援
を
得
な
が
ら
独
自
の
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に
よ
り
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
る
。

ン
を
行
っ
た
り
し
た
。

　
今
年
は
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
認
定

か
ら
40
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

記
念
事
業
開
催
時
に
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
大
使
を
招
待
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．�

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
の
魅
力
の

一
つ
と
し
て
、
メ
ロ
デ
ィ

ロ
ー
ド
や
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

が
で
き
る
場
所
を
設
置
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ａ
．	

費
用
等
を
調
べ
、
考
え
て

い
き
た
い
。

Ｑ
．�

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ツ
リ
ー
点

灯
式
で
の
花
火
は
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
が
多
い
。

そ
の
た
め
、
ほ
か
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン

グ
等
も
取
り
入
れ
て
み
て

は
ど
う
か
。

Ａ
．	

花
火
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
て
生
配
信
を
し
、
現
地

に
い
な
い
方
に
も
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
今
年
は
、
40
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
ド
ロ
ー

ン
の
使
用
な
ど
い
ろ
い
ろ

検
討
し
た
い
。

・
観
光
案
内
所
の
運
営

　
（
指
定
管
理
者
に
よ
る
）

・	

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ツ
リ
ー

点
灯
式
（
10
月
の
第
４

土
曜
）

・	

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施

　
（
町
内
及
び
各
地
域
）

次のページは「常任委員会」

「臨時会」
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第
９
期
計
画
の
基
本
理
念

１
．	

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
自

分
ら
し
い
生
活
を
最
期
ま

で
送
る
こ
と
が
で
き
る
町

２
．	

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、

見
守
り
、
支
え
あ
え
る
町

３
．	

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

だ
れ
も
が
選
択
と
意
思
決

定
が
で
き
る
町

主
な
質
疑
・
応
答

Ｑ
．�

介
護
保
険
の
持
続
可
能
で

円
滑
な
運
営
を
図
っ
て
い

く
上
で
の
課
題
は
？

Ａ
．	

保
険
料
収
入
、
公
費
負
担
、

準
備
基
金
を
運
用
し
て
町

民
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
運
営
し
て
い
く
。

Ｑ
．�

介
護
等
に
お
け
る
人
材
確

保
の
見
通
し
は
？

Ａ
．	

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

開
催
や
、
修
学
資
金
貸
付

制
度
の
創
設
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
研
修
は
希
望

　常任委員会　所管事務調査

総務常任委員会
出席委員：委員長　前

まえざき
崎　茂

しげる
　副委員長　萬

ま き や ま
亀山ちず子

こ

　　　　　浜
はまの
野　隆

たかし
・渡

わたなべ
辺富

ふ く ま
久馬・山

やまや
谷照

てる お
夫・議長　堀

ほり た
田成

しげ お
郎

� 調査日　令和６年２月７日

第
９
期
広
尾
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画・

 

広
尾
町
介
護
保
険
事
業
計
画

計
画
策
定
の
背
景

　
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
３

年
を
１
期
と
し
て
策
定
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
制
度
を
開

始
し
た
平
成
12
年
度
を
１
期
と

し
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８

年
度
ま
で
を
第
９
期
計
画
と
し

て
計
画
策
定
を
し
て
い
る
。

　
計
画
の
策
定
は
、
広
尾
町
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
広
尾
町

介
護
保
険
事
業
計
画
運
営
推
進

委
員
会
を
３
回
開
催
し
、
審
議

し
て
い
る
。

第
９
期
計
画
の
基
本
方
針

　
第
６
次
ま
ち
づ
く
り
推
進
総

合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
目

標
を
目
指
し
て
推
進
し
て
い
る
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
が
抱
え

る
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
生
活

課
題
・
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
重
層
的
支
援
体
制
の
推

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

～
第
９
期
計
画
の
基
本
目
標
～

・	

自
立
支
援
、
介
護
予
防
、

重
度
化
防
止
の
推
進

・	

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
暮
ら
し
の
基
盤
整
備

・	

認
知
症
施
策
の
推
進

・	

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

の
推
進

・	

地
域
ケ
ア
会
議
の
推
進

・	

社
会
参
加
と
見
守
り
、

支
え
あ
い
の
推
進

・
権
利
擁
護
の
推
進

・	
重
層
的
支
援
体
制
の
推

進
・	

介
護
保
険
制
度
の
円
滑

な
運
営

者
が
少
な
く
開
催
を
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
。
貸
付

制
度
の
利
用
者
も
い
ま
だ

な
い
た
め
、
ど
ち
ら
も
機

能
し
て
い
な
い
の
が
実
態

で
あ
り
改
善
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

Ｑ
．�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
10
床

か
ら
１
床
に
な
る
こ
と
で
、

希
望
日
に
利
用
で
き
な
く

な
る
の
で
は
？

Ａ
．	

特
老
の
入
所
者
が
入
院
す

る
こ
と
で
空
床
と
な
り
、

そ
こ
を
利
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．�

役
場
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

ト
イ
レ
が
奥
ま
っ
て
い
て

わ
か
り
に
く
い
の
で
は
？

Ａ
．	

オ
ス
ト
メ
イ
ト
ト
イ
レ
の

設
置
公
共
施
設
は
、
役
場

庁
舎
・
図
書
館
・
本
通
５

丁
目
公
衆
ト
イ
レ
の
３
施

設
と
な
っ
て
い
る
。
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ひろお
　常任委員会　所管事務調査

次のページは「議会日誌・ぎかいトピックス」

第
４
期
広
尾
町
障
害
者
計
画

計
画
策
定
の
背
景

　
障
害
者
計
画
は
、
障
が
い
者

の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
方
向

を
示
す
「
市
町
村
障
害
者
計
画
」、

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
生
活

支
援
等
の
提
供
体
制
の
円
滑
な

実
施
を
す
る
た
め
に
策
定
す
る

「
市
町
村
障
害
福
祉
計
画
」、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
、
障
が
い

児
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
を

示
す
「
市
町
村
障
害
児
福
祉
計

画
」
を
一
体
的
に
策
定
す
る
。

　

計
画
の
策
定
は
、「
広
尾
町

障
害
者
計
画
策
定
委
員
会
」
を

３
回
開
催
し
、
審
議
を
し
て
き

た
。

第
４
期
計
画
の
体
系

①	

相
談
体
制
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実

　
・
相
談
支
援
体
制
の
充
実

　
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
・
権
利
擁
護
の
推
進

②	

保
険
・
医
療
の
充
実

　
・	

疾
病
予
防
と
早
期
発
見
、

治
療

　
・	

適
切
な
保
険
、
医
療
の
提

供

③	

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た

支
援
体
制
の
充
実

　
・	

早
期
発
見
と
発
達
支
援
体

制
の
充
実

　
・
保
育
、
学
校
教
育
の
充
実

　
・
雇
用
、
就
業
の
推
進

④	

安
心
・
安
全
な
生
活
環
境
の

整
備

　
・	
安
心
、
安
全
な
生
活
環
境

の
整
備
促
進

　
・
防
災
、
安
全
対
策
の
推
進

　
・	

情
報
提
供
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
体
制
の
推
進

⑤
理
解
と
交
流
の
推
進

　
・	

障
が
い
者
へ
の
理
解
の
推

進

　
・	

町
民
活
動
へ
の
支
援
、
推

進

　
令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会
が

５
月
８
日
に
開
か
れ
、
議
会
の

委
員
会
構
成
な
ど
を
決
定
し
た

ほ
か
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算

な
ど
議
案
７
件
を
審
議
。
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。

※�

議
会
の
新
体
制
は
Ｐ
２
・
３

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
改
正

◆
広
尾
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
令
和
６
年
度
分
の
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
、
定
額
に
よ
る
所

得
割
額
の
特
別
控
除
（
定
額
減

税
）
を
行
う
な
ど
の
改
正
を
し

ま
し
た
。

　
減
税
額
は
本
人
及
び
配
偶
者

を
含
む
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き

１
万
円
。

◆ 

広
尾
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
改
正
等
に
伴
い
、

必
要
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

行 

政 

報 

告

集
い
の
杜
本
格
オ
ー
プ
ン

　

野
塚
交
流
館
「
集
い
の
杜
」

２
階
部
分
の
お
も
ち
ゃ
館
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
５

月
９
日
以
降
、
木
曜
日
か
ら
土

曜
日
ま
で
の
週
３
回
、
午
前
10

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
無
料
開

放
す
る
。

～
第
４
期
計
画
の
基
本
目
標
～

・	

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
支
え
あ
い
の
ま

ち
づ
く
り

第
２
回

臨
時
会
５
８

一般会計 ⑫⑬ 77億710万円 1718万円 減

介護保険特別会計 ⑥ ※増減なし
介護サービス事業特別会計 ⑧ 2億9372万円 150万円 減

一般会計 ① 74億3000万円 ※増減なし

令和５年度　補正予算の内訳

令和６年度　補正予算の内訳
※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）

※会計名の後の丸数字は補正回数� （１万円未満切り捨て）
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議会活動日誌
令和６年３月～令和６年５月

17日　広尾町商工会通常総会
21日　第３回広尾町議会臨時会
　　　第５回議員協議会
　　　広尾町議会議員会総会　
23日　十勝圏活性化促進期成会定期総会（帯広市）
24日　海難碑、延命地蔵尊供養祭
　　　広尾町北方圏交流振興会総会
29日　広尾町自衛隊協力会定期総会
31日　十勝圏複合事務組合議会臨時会（帯広市）
　　　南十勝複合事務組合議会臨時会（大樹町）

【３月】
１日　第72回広尾高等学校卒業式
２日　広尾町文化賞・スポーツ賞等表彰式
５日　第１回広尾町議会定例会（～13日）
24日　十勝スカイアース「サッカー教室」

【４月】
８日　広尾高等学校入学式
13日　「農業・インバウンド戦略を考える」講演会（帯

広市）
23日　十勝町村議会議長会役員会（帯広市）
　　　十勝町村議会議長会定例会（帯広市）
　　　十勝圏活性化推進期成会　委員会（帯広市）
26日　新議員説明会

【５月】
８日　第２回広尾町議会臨時会
　　　第４回議員協議会
10日　厳島神社春季祭典
12日　広尾町消防団春季消防演習
16日　第２回議会広報特別委員会

閉会中の所管事務調査

　議会運営委員会は、令和６年第２回定例会
までの閉会中に、次の所管事務調査を実施し
ます。
◇議会運営委員会
①議会の運営に関する事項について
②議会の基本条例、会議規則等に関する事項

について
③議長の諮問に関する事項について

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　堀田成郎議長は町議会議長として７年
以上、議員として15年以上、山谷照夫
副議長、前崎茂議員、渡辺富久馬議員は、
町議会議員として15年以上在籍し、永
年にわたる地方自治振興発展に貢献され
た功績が認められ、このほど全国町村議
会議長会から表彰されました。堀田議長
は山谷副議長から、ほか３議員は堀田議
長から伝達されました。　

３／５ 全国議長会から表彰


